
平成30年度 尼崎市立中央中学校 学校経営方針

校訓
自律・調和・向上

地域性
比較的落ち着いた住宅地と尼崎随一の繁華

街を持ち、昔のたたずまいを見せる校区である。１３
年前に昭和中学校と明倫中学校が合併した学
校であるが、合併当初の混乱はない。地域には学
校関係者や市会議員等、学校との協力体制のと
れる人材も多い。

保護者
ＰＴＡ役員をはじめ、学校との関係は良好である。

体育大会や文化祭等、行事への協力体制、校
区内の神社等の祭りにおける補導体制、校内の
見守り体制（見守り隊と言い、週に２回程度校内
を見回る）が整っている。

本校の教育目標
自らを律し、社会的に自
立し、健全な市民生活を
送るための力の育成
・知「学力の形成」
・徳「社会性の育成」
・体「健やかな体の育成」

新学習指導要領
育成すべき資質・能力
・何を知っているか、何ができるか
（個別の知識・技能）
・知っていること・できることをどう使う
か（思考力・判断力・表現力等）
・どのように社会・世界と関わり、より
よい人生を送るか（学びに向かう
力、人間性等）

県の指導の重点

・自立し未来に挑戦する態度の育
成
・生きる力を育む教育の推進
・子どもたちの学びを支える仕組み
の確立
・すべての県民が学ぶ生涯学習社
会の形成
市の重点取組

・確かな学力と健やかな体力づくり
・心の教育の充実と自己実現
・家庭・地域・学校の連携
・安全な教育環境と防災意識

学校経営上及び生徒指導上の諸課題
・基本的生活習慣及び学習習慣の確立（スマートフォン等の使用方法や家庭学習の習慣化）
・不登校生徒への対策（不登校生徒減少に向けた組織的取組）
・道徳教育の充実（平成３１年度の先行実施に向けた準備と実践）
・ノー部活デー、定時退勤の完全実施

めざす学校像
学校全体としての組織的・計画的取組により、保護者・地域に信

頼される学校

めざす生徒像
・意欲を持ち主体的に行動のできる生徒
・自他ともに大切にし、協働・共生する生徒
・常に目標を持ち、目標に向かって努力する生徒

めざす教師像
・指導力を高め、学力向上や生活指導に手立てを尽くす教師
・使命感・行動力を備え、積極的に学校経営に参加する教師
・組織を大切にし、健康で共に支え合う教師



本年度の取組項目

問題を見いだして解決策を考えたりする学びの場を実現する。
ⅳ）ＵＤ化を推進し、全ての生徒がわかる授業をめざす。

① 主体的・対話的で深い学びのある授業の創造

② 家庭学習の習慣化

ⅰ）本時の授業の目標、振り返り（まとめ）を明確にし、生徒が見通しを持って学習でき
るように工夫する。

ⅱ）ＩＣＴや学ボード、ペアトークやグループワークなど、視覚的、主体的、対話的な
学習形態を必要に応じ取り入れる。

ⅲ）各教科等の見方・考え方を働かせ、知識を相互に関連付けより深く理解させたり、

５ 勤務時間の適正化を図る
①バランスのとれた部活動運営 ②定時退勤日の徹底 ③勤務時間の割り振り変更の定着

１ 学力向上を図る（新学習指導要領への対応）
具体的な取組

４ 信頼される学校を創る
①積極的な情報発信 ②教職員の専門性の向上 ③保護者との良好な関係づくり

１ 学力向上を図る（新学習指導要領への対応）
①主体的・対話的で深い学びのある授業の創造 ②家庭学習の習慣化 ③学習規律の確立

２ 道徳教育を推進する（新学習指導要領への対応）
①教育活動全体を通じた道徳教育の推進 ②道徳の時間の質と量の確保 ③人権教育の充実

３ 基本的な生活習慣を育む
①心身の健康づくり ②生徒指導の充実 ③社会性・自立心の育成

③ 人権教育の充実
ⅰ）中学生用資料「きらめき」を計画的に活用し、指導内容の充実を図る。
ⅱ）いじめや携帯電話、スマートフォンによる人権侵害について、教職員の人権意識を

高めるため、校内研修を充実させる。

ⅱ）宿泊学習や修学旅行、トライやるウィーク等、体験活動では、思いやりの心や自立
心を育み、人や社会とかかわる力の育成を図る。

② 道徳の時間の質と量の確保
ⅰ）年間３５時間を確実に実施するとともに、内容項目２２項目を計画的に実施する。
ⅱ）道徳の時間における授業研究を推進し、指導力向上を図る。

② 家庭学習の習慣化
ⅰ）家庭学習ノートなど、保護者と連携し学習習慣を身につけさせる。

① 教育活動全体を通じた道徳教育の推進
ⅰ）全体計画、年間指導計画に基づき、道徳の時間はもとより、各教科や総合的な学

習の時間、特別活動において道徳的実践力を育む取組みを推進する。

ⅱ）学力定着支援事業を活用し、放課後学習等により学習の仕方を身につけさせる。

③ 学習規律の確立
ⅰ）授業の始まり、終わりのあいさつを励行する。
ⅱ）私語、立ち歩き等、授業妨害への指導は、教科担任を中心に組織として対応を図る。

２ 道徳教育を推進する（新学習指導要領への対応）



る。

② 教職員の専門性の向上
ⅰ）教職員は学習指導、生徒指導等、１人の職業人として常に学ぶ姿勢を持ち続ける

とともに、勤務時間の適正化を図り、健康を維持しながら生徒と向き合う時間を確保する。
ⅱ）チーム学校として、学習指導や生徒指導等における組織力を向上させ、常に組織

としての対応を図る。

① 積極的な情報発信
ⅰ）学校だよりやホームページなど、生徒の活動や学校の取組みなど、保護者や地域

に向けて情報を積極的に公開する。
ⅱ）参観日や体育大会など、保護者や地域の方が参加しやすい日程を考慮し、学校の

様子を可能な限り公開する。

① 心身の健康づくり
ⅰ）安全を確保しながら、体育・スポーツ活動を通じて、心身ともに健康な身体づくりを

ⅱ）保護者の協力を得ながら、「早寝・早起き・朝ごはん」等の生活習慣の育成を図る。
② 生徒指導の充実

ⅰ）生徒一人一人の内面理解に努め、特性を踏まえたていねいな指導を徹底する。

推進する。

３ 基本的な生活習慣を育む

４ 信頼される学校を創る

ⅱ）学校生活の基本「時を守り、場を清め、礼を正す」をチーム学校として組織で対応す

ⅲ）校区の小中学校が共通実践事項に取り組む。
③ 社会性・自立心の育成

ⅰ）学級活動や行事等を通じて集団とのかかわりを学ばせ、社会性を身につけさせる。
ⅱ）キャリア教育を推進し、社会の中で自立することのできる力を育む。

確実に実施する。
ⅱ）月１回衛生委員会を実施し、教職員の健康の保持増進に配慮する。

② 定時退勤日の徹底
ⅰ）計画的な事務処理等を行うことで、週１回の定時退勤日の実施を確実に図る。
ⅱ）My定時退勤日のさらなる推進を図る。

③ 勤務時間の割り振り変更の定着
ⅰ）記録簿の記載を定期的に行い、週休日の振り替え、勤務時間の割り振り変更等を

５ 勤務時間の適正化を図る
① 学習活動とのバランスのとれた部活動運営

ⅰ）週1回、１ヶ月の土日2回における「ノー部活デー」を組織的に実施し、教職員の時
間的余裕を確保し、生徒及び教職員の健康面への配慮を行う。

ⅱ）各部活動の実施予定表や練習計画等を作成し、計画的な実施を図る。

③ 保護者との良好な関係づくり
ⅰ）自分の行っている生徒への支援や指導が、その保護者にどのように見えるのか、

伝わるのかを意識した教育活動を実践する。
ⅱ）苦情には、真摯に対応するとともに、理不尽な内容に対しては、ていねいに、かつ、

毅然とした態度で対応する。

としての対応を図る。


